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研究成果の概要（和文）：トルコ・アナトリアの文化遺産は、その地がたどってきた複雑な歴史ゆえに、たえず
再利用・再解釈にさらされながら、重ね塗りのように形成されていった。他方で文化遺産は、それが価値づけら
れるに際し、結び付けられる文脈や置かれる場によって、いくつもの物語を生み出す。本研究では（1）文化遺
産をめぐる複数の解釈が存在するなかで、トルコ共和国で何が「正しい物語」として選択され、それがどう構築
されていくのかという戦略を問い、（2）文化遺産管理の担い手となったトルコ共和国にとって、みずからの体
内に飲み込んだ「他者」の遺産が抱える価値とは何なのかを考察した。

研究成果の概要（英文）：Owing to the complex history of the region, cultural heritage of Turkish 
Anatolia has been subjected to constant reuse and reinterpretation and has been formed like layers 
of paint. Cultural heritage, on the other hand, creates a number of narratives depending on the 
place in which it is located and the context in which it is evaluated. Given the existence of 
multiple interpretations of cultural heritage, this study (1) analyzed the strategies of what is 
selected as the ‘correct narrative’ and how it is constructed in the Republic of Turkey and (2) 
examined what it means for the Republic of Turkey to manage the cultural heritage of‘others' found 
in its territory.

研究分野：西洋古代史・古代オリエント史
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、トルコ共和国内において、文化遺産をめぐる複数の解釈が存在しうるという前提から、ある解釈が
「正しい物語」として取捨選択されていく過程、およびその戦略性を問うた。さらにはそれを鏡に、文化遺産管
理の担い手となったトルコ共和国にとって、みずからの体内に飲み込んだ「他者」の遺産が抱える価値とは何な
のかを照らし出した。とくに、他国、異文化との境界線に近い地域では、遺産管理のあり方をめぐる争いが先鋭
化される状況が観察された。このことは、トルコ共和国内の個別的な問いが、文化遺産を管理するとはどういう
ことか、という一般的な命題へと昇華されうることを意味する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 アジア大陸の西端に突き出たアナトリア（小アジア）半島は、古来よりさまざまな民族が行き

交う地であった。アナトリアの歴史を、エーゲ海沿岸にギリシア人らが植民都市を築いた時代か

ら叙述し始めても、同地は大きく 3 度の文化的な転換によって区切られた、4 時代の変遷を経験

している。すなわち、ペルシア帝国・ヘレニズム諸王国・ローマ帝国と、統治国家を変えつつも、

ギリシア語をドミナントな使用言語とし、八百万の神々の信仰にたいして寛容であった古典古

代の時代。この伝統的な多神教社会を「異教」として否定することによって成立してきたキリス

ト教世界の一翼、中世ビザンツ帝国の時代。後発ながら、既存のキリスト教社会をコントロール

しつつ、イスラーム世界の雄として君臨するセルジュークおよびオスマン帝国の時代。そして、

いったんは宗教を国家から峻別し、世俗化＝政教分離を目指しながらも、新たなナショナル・ア

イデンティティを模索し続けているトルコ共和国の時代である。 

 しかし、上述のような転換を経るたびに、既存の文化や伝統が完全に消去されてきたわけでは

ない。むしろ、後から成立した社会は前時代の文化や伝統をしたたかに内に取り込み、またそう

することによって、前時代のそれもしぶとく生き残っていった。したがって、現在のトルコ・ア

ナトリアの文化遺産は、たとえるならば、スクラップ・アンド・ビルドによって新築されたわけ

ではなく、たえず再利用・再解釈にさらされることによって、重ね塗りのように形成されていっ

たのである。 

 今この「歴史的重層性」に着目するならば、トルコ共和国にとって中世以前に起源をもつ文化

遺産は、けっして断絶したる他者の帰属物ではなく、みずからの文化の構成要素ともなりうる。

このようなねじれ現象こそが、トルコ共和国における文化遺産をめぐる問題を複雑に、―しか

し、それだけに意義深く―しているのである。では一体、それにともなう再利用・再解釈には

基準や法則性が存在するのであろうか。あるいは、そこに何らかの見えざる意図を読み取ること

ができるのだろうか。 

 

２．研究の目的 

 本研究はトルコ共和国内の文化遺産がどのように解釈され、どのように提示されているかを

分析することによって、アナトリアの「歴史的重層性」の現在地を見定めることを目的とする。 

 そもそも、文化遺産を価値づけるにあたって、絶対的な評価など存在しえない。ある文化遺産

が何なのか―そもそもそれは本物なのか―という根本的な問いから始まり、それをどのよ

うな文脈と結びつけ、どこに位置づけるかという作業のなかで、複数の物語が生まれてくる。学

術的に誠実であらんとすればするほど、一つの可能性に絞ること、あるいはオルタナティヴな解

釈を切り捨てていくことは難しい。このようなアカデミアにおける制約とは裏腹に、たとえばユ

ネスコの世界遺産登録を目指すなど遺産としての価値を幅広く認知させるためには、複数の可

能性のなかから、ある一つの物語を積極的に選び取る必要がある。学問的な禁欲主義と、「正し

い答え」を求める社会的な要請とのギャップは、どのように埋められるのだろうか。 

 本研究は、トルコ共和国内における文化遺産をめぐる特定のストーリーを否定することを目

指しているわけではない。まずは、文化遺産をめぐる複数の解釈があるなかで、どれが「正しい

物語」として構築されていくのかという戦略を問う。さらにはそれを鏡に、文化遺産管理の担い

手となったトルコ共和国にとって、みずからの体内に飲み込んだ「他者」の遺産が抱える価値と

は何なのかを照らし出すのである。 

 



３．研究の方法 

 上掲の課題にたいし本研究は、以下の 3 名の研究者によって取り組んだ。阿部（研究代表者）

は、西洋古代・オリエントの文献史学を専門とし、これまでも古代アナトリアの文化・社会のあ

り様について論じてきた。本研究において、阿部は歴史学者の立場から、ある文化遺産をめぐる

物語の妥当性とそれ以外の可能性について学術的に提案した。中近世アナトリアの都市史・建築

史の専門家である守田は、アナトリアがキリスト教化されて以降の遺構・遺物の分析および、建

造物全般の復元・再建の妥当性を論じた。また、守田はユネスコの諮問機関である日本イコモス

国内委員会の委員であるとともに、国内の歴史的建造物の持続的な保存活用にかんする調査研

究や文化財登録への援助活動の経験から、文化遺産をめぐる物語の戦略的重要性について意見

した。もう一人の研究分担者である田中の専門は、社会人類学である。長年地中海地域をフィー

ルドとして、トルコ共和国における文化遺産の所有および帰属の問題を論じてきた田中は、遺跡

の保全のあり方や見せ方、またそれらについての関係者への聞き取りから、文化遺産をめぐる特

定の物語が選び取られていく過程や文脈を捉える。大まかな役割分担としては、阿部・守田が文

化遺産の有する複数の可能性を提示し、守田・田中はそのうちの一つがオフィシャルな物語へと

いたる取捨選択の道―何がすくい取られ、何がこぼれ落ちたのか―の分析を担当した。 

 

４．研究成果 

 本研究は研究期間全体を通じて、新型コロナウイルスの流行とのにらみ合いであった。研究開

始の初年度にあたる 2020 年がコロナ元年となったため、最初の 2 年間はほぼまったく身動きが

とれない状態であった。オンラインでの会合も数度おこなわれたが、それらはすべて「コロナが

落ち着いていたら」という、仮定のもとで話し合われており、ことごとく空振りに終わっていた。

しかし、世界的にコロナ禍が落ち着きを見せるようになった 2022 年度、そして研究期間を延長

して迎えた 2023 年度の 2 年間は、当初計画していた、トルコ共和国内における合同調査にも漕

ぎつけることができた。以下に、年度ごとの研究会の活動と、合同調査の対象地をリストとして

掲げる。 

 

（1）2020 年 7 月にオンラインによる会合をもち、研究を当初の計画より 1 年順延するこ

とを決定した。 

（2）2021 年 この年も、新型コロナウイルスが猛威をふるったため、夏季の現地合同調査

は中止した。感染状況が落ち着きを見せた 2021 年末には、本研究が開始して以来はじめて

となる、対面での研究会を開催した（2021 年 12 月 11 日、於・京都府立大学文学部・歴彩

館）。報告者および報告題目はつぎのとおりである。 

①「ウシャク考古博蔵「クロイソスの財宝」の史的文脈と「盗掘言説」の再生産」（阿部拓

児） 

②「アニ遺跡の歴史とその修復・保全にまつわる諸問題」（守田正志） 

③「廃墟か、モスクか、博物館か：トルコで進行するモスク化の動きについての試論」（田

中英資）。 

（3）2022 年 新型コロナウイルス感染症の流行がやや落ち着きを見せ始めたことにより、

ようやく研究を本来の軌道に戻した。2022 年 5 月には福岡女学院大学にて、対面の研究会

を開催した。報告者および報告題目はつぎのとおりである。 

①「イオニア・ポリス考」（阿部拓児） 

②「トルコの都市近代化―西欧とロシアの狭間で」（守田正志）。 



 また、9 月 5 日から 14 日にかけて、本研究で最初となるトルコ共和国での現地調査を実

施することとなった。調査地はつぎのとおりである。カラベル渓谷、マグネシア遺跡、ク

ラロス聖域、ミレトス博物館、ミレトス遺跡（エスキバラト村跡、新バラト村をふくむ）、

ミュス遺跡、ギュムシュケセン史跡周辺の公園整備、ウズンユバ遺跡、ラトモス山中の修

道院（イェディレル修道院）、エフェソス考古学博物館、エフェソス遺跡。 

 なお、本研究は 2021 年度が当初研究計画における最終年度であったが、新型コロナウ

イルスの感染拡大の影響を受け、1 年間の研究期間延長を申請し、承認された。 

（4）2023 年 新型コロナウイルス感染症による行動規制がほぼ全廃されたことを受け、よ

うやく平常の研究活動を取り戻せた。2023 年 5 月には北海道大学にて、対面の研究会をお

こなった。報告者および報告題目はつぎのとおりである。 

①「建築から見る東アナトリアの文化交流史とその現代的意義」（守田正志） 

②「観光の場と信仰の場の交錯―グレート・アヤソフィア・ジャーミィとケシッキ・ミ

ナーレと呼ばれたモスクの事例から」（田中英資） 

③「新規研究課題の可能性について―トルコとイランの比較から」（阿部拓児） 

 また、9 月 1 日から 12 日にかけて、トルコ共和国での現地調査を実施することとなっ

た。調査地はつぎのとおりである。カルス市、アニ遺跡、ベシュキリセ、コズルジャ修道

院跡、バナ修道院跡、クズルベンク教会跡、カルス博物館、クニドス遺跡、シデュマ遺跡、

レトゥーン遺跡、パタラ遺跡、オイノアンダ遺跡。 

 2023 年 12 月には横浜国立大学にて、本研究期間の総括となる研究会をおこなった。報

告者および報告題目はつぎのとおりである。 

①「アイザノイにみる小アジアの土着信仰とヘレニズム・ローマ都市の関係」（貞松知之―

東京工業大学：ゲストスピーカー） 

②「バッファ湖周辺の文化遺産と自然環境」（阿部拓児） 

③「世界遺産を通した歴史の物質化：トルコ・アニ遺跡の事例から」（田中英資） 

④「アニ遺跡内の建造物保存方法の現状：キリスト教教会堂建築とイスラーム建築の違い

に着目して」（守田正志） 
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